雨　水　流　量　計　算　算　出　式

（1） 計画雨水量の算定方式

ラショナル公式を用いること。 

　Ｑ＝（１／３６０）×Ｃ×Ｉ×Ａ
Ｑ：雨水量（ｍ3／ｓeｃ）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：流出係数（別表）　　　　 

Ｉ：降雨強度（mm／ｈr）　 　 

A：排水面積（ｈa）　　　　　

流出係数

	工　種　別
	流出係数
	地域別
	流出係数

	不浸透性道路
	0.70～0.95
	市中の建て込んだ地区
	0.70～0.90

	アスファルト舗装
	0.85～0.90
	建て込んだ住宅地区
	0.50～0.70

	マカダム道路
	0.25～0.06
	立て込んでいない住宅地区
	0.25～0.50

	砂利道
	0.15～0.30
	公園，広場
	0.10～0.30

	空き地
	0.10～0.30
	芝生，庭園，牧場
	0.05～0.25

	公園，芝生，牧場
	0.05～0.25
	森林地方
	0.01～0.20


用途別総合流出係数標準値

	敷地内に間地が非常に少ない商業地域や類似の住宅地域
	0.80

	浸透面の野外作業場などの間地を若干持つ工場地域や庭が若干ある

住宅地域
	0.65

	住宅公団団地などの中層住宅団地や1戸建て住宅の多い地域
	0.50

	庭園を多く持つ高級住宅地域や畑地などが比較的残る郊外地域
	0.35


（２）排水路及び雨水並びに汚水管渠の流出の計算は，原則として次の式を用いること。

　マニング公式

　　　V＝（１／ｎ）×Ｒ＾（２／３）×Ｉ＾（１／２）　　　Ｑ＝Ａ×Ｖ

　　Ｖ：流速（ｍ／ｓeｃ）　　　　　　　　　　現場打ちコンクリート　  0.015
　　Ｑ：流量（ｍ3／ｓeｃ）　　　　　　　　　 コンクリート管　　　　　0.013
　　ｎ：粗度係数　　　　　　　　　　　　　　 塩化ビニル管　　　　　　0.010
　　Ａ：流水断面積（㎡）　　　　　　　　　　 コンクリート二次製品　　0.013
　　Ｉ：勾配　　　　　　　　　　　　　　　　 両岸石積小水路（泥土床）0.025
Ｒ：径深（Ａ／Ｐ）（ｍ）

　　Ｐ：流水の潤辺長（ｍ）

　※排水施設の余裕高は，計画水路高の２０％以上とすること。
